
①
給
与
勧
告
の
取
り
扱
い
、

賃
金
引
上
げ
、
初
任
給
改
善

《
県
》
地
方
公
務
員
の
給
与

で
は
、
給
与
水
準
は
地
域
民

間
給
与
を
よ
り
重
視
し
、
給

与
決
定
の
諸
原
則
、
国
・
県

勧
告
等
踏
ま
え
て
適
切
に
対

応
す
る
よ
う
助
言
し
て
い
る
。

【
県
本
部
】
県
内
初
任
給
は

県
職
員
大
卒
初
任
給
が

20万

円
を
超
え
、
松
山
・
西
予
・

東
温
も
同
様
で
、
初
任
給

20

万
円
超
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

り
人
材
確
保
に
重
要
と
思
う
。

初
任
給
を
引
き
上
げ
、
人
材

確
保
に
つ
な
げ
る
と
の
判
断

は
各
市
町
で
行
っ
て
よ
い
か
。

《
県
》
人
が
い
な
け
れ
ば
仕

事
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ

の
判
断
に
お
い
て
人
材
確
保

の
た
め
に
重
要
な
観
点
だ
と

考
え
て
い
る
。

②
労
働
時
間
の
把
握
・
管
理
、

長
時
間
労
働
是
正
、
人
材
確

保
、
人
員
増

《
県
》
労
働
時
間
把
握
は
、

管
理
職
も
含
め
客
観
的
・
適

切
な
方
法
に
よ
り
、
労
働
時

間
を
把
握
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
繰
り
返
し
基

礎
事
項
の
徹
底
を
市
町
に
助

言
し
て
い
く
。

【
単
組
代
表
】
一
番
大
き
な

問
題
は
若
手
の
早
急
な
退
職
。

仕
事
は
増
え
る
が
減
ら
ず
、

人
も
増
え
な
い
厳
し
い
状
況
。

【
単
組
代
表
】
タ
イ
ム
カ
ー

ド
が
な
く
、
時
間
外
は
自
己

申
告
。
改
善
は
さ
れ
た
が
ま

だ
徹
底
で
き
て
い
な
い
。

【
単
組
代
表
】
時
間
外
勤
務

手
当
は
命
令
を
受
け
て
２
時

間
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
。

《
県
》
風
潮
を
変
え
る
に
は

各
市
町
の
と
り
わ
け
幹
部
の

意
思
が
重
要
。
１
～
２
時
間

は
申
請
す
る
な
と
い
う
団
体

が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
お

り
対
応
を
助
言
し
て
い
く
。

③
子
育
て
・
疾
病
治
療
な
ど

の
両
立
支
援

【
県
本
部
】
治
療
し
な
が
ら

勤
務
す
る
方
法
も
確
立
さ
れ

て
き
た
。
病
休
の
時
間
単
位

取
得
な
ど
柔
軟
対
応
を
。
病

休
を
１
８
０
日
に
拡
大
な
ど
、

働
き
続
け
ら
れ
る
制
度
を
。

《
県
》
定
年
引
上
げ
も
開
始

さ
れ
、
治
療
と
生
活
の
両
立

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

④
定
年
引
上
げ
、
高
齢
職
員

の
働
き
方
・
給
与
水
準

《
県
》
定
年
引
上
げ
で
、
ス

タ
ッ
フ
職
だ
け
で
な
く
ラ
イ

ン
職
と
し
て
係
長
や
非
管
理

職
の
役
割
を
果
た
す
運
用
も

聞
い
て
い
る
。
当
然
、
職
務

に
応
じ
た
処
遇
が
重
要
。

【
単
組
代
表
】
公
園
管
理
の

仕
事
で
現
場
作
業
だ
が

55歳

昇
給
停
止
で
給
与
が
上
が
ら

な
い
。
維
持
管
理
費
が
削
減

さ
れ
、
業
者
に
出
せ
ず
依
頼

が
増
え
、
労
働
強
化
さ
れ
て

い
る
。

60歳
以
降
給
与
一
律

７
割
で
労
働
強
化
で
は
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
。

【
単
組
代
表
】
定
年
引
上
げ

で
給
与
７
割
に
な
る
な
か
、

再
任
用
給
与
は
す
べ
て
１
級

の
市
町
も
あ
る
。
私
た
ち
が

い
ず
れ
そ
う
な
る
と
き
に
満

足
な
仕
事
が
で
き
る
の
か
。

30～

40年
働
い
た
経
験
は
色

あ
せ
な
い
。
県
内
市
町
の
大

き
な
差
を
埋
め
る
助
言
を
。

《
県
》
職
務
に
応
じ
た
格
付
、

適
切
な
対
応
を
助
言
し
た
い
。

⑤
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善

《
県
》
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
水
準
は
職
務
給
の
原

則
等
に
も
と
づ
き
、
決
定
す

る
必
要
が
あ
る
。
月
例
給
の

遡
及
改
定
や
勤
勉
手
当
の
来

年
度
支
給
は
市
町
で
対
応
中

と
考
え
て
い
る
。
休
暇
等
制

度
は
国
の
非
常
勤
職
員
と
の

均
衡
が
求
め
ら
れ
る
。
任
用

は
各
市
町
の
判
断
で
必
要
な

人
員
を
配
置
す
る
の
が
原
則
。

【
単
組
代
表
】
前
か
ら
い
る

人
を
経
験
値
が
あ
る
の
に
辞

め
さ
せ
る
。
新
し
く
雇
用
が

生
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
働

け
な
い
人
も
作
っ
て
い
る
の

で
改
善
さ
れ
な
い
か
。

《
県
》
会
計
年
度
任
用
職
員

の
制
度
が
期
間
で
働
く
者
を

募
集
す
る
制
度
。
そ
の
雇
用

形
態
の
是
非
も
あ
る
が
、
現

行
法
制
度
の
運
用
で
は
不
平

等
取
り
扱
い
が
許
さ
れ
な
い
。

【
県
本
部
】
給
与
改
定
の
４

月
遡
及
を
し
な
い
意
向
の
県

内
市
町
が
あ
る
。

《
県
》
国
が
財
源
と
し
て
交

付
税
額
に
必
要
な
も
の
を
反

映
す
る
と
の
理
解
だ
。

⑥
持
続
可
能
な
地
域
医
療
・

自
治
体
病
院

【
県
本
部
】
西
予
市
立
２
病

院
・
１
介
護
施
設
に
指
定
管

理
者
制
度
導
入
提
案
が
あ
っ

た
。
総
務
省
の
公
立
病
院
改

革
プ
ラ
ン
中
に
指
定
管
理
者

制
度
の
受
託
も
メ
ニ
ュ
ー
に

あ
り
、
こ
の
支
援
事
業
は
県

を
通
し
て
と
な
っ
て
い
る
。

性
急
な
指
定
管
理
者
制
度
導

入
は
や
め
る
よ
う
指
導
を
。

【
単
組
代
表
】
病
院
職
員
の

離
職
の
動
き
が
あ
る
。
経
営

体
制
強
化
で
は
な
く
医
療
崩

壊
が
起
こ
り
か
ね
な
い
。

《
県
》
総
務
省
の
支
援
事
業

は
、
地
域
医
療
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
分
析
・
支
援
す
る

事
業
と
の
認
識
し
て
い
る
。

地
域
医
療
の
維
持
確
保
へ
持

続
可
能
な
医
療
体
制
が
残
さ

れ
る
よ
う
国
へ
も
要
望
し
て

い
く
。

（１） 第５６３号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２３年 １２月２０日

第 ５６３ 号

日 程

【12月】

21 ココロユニオン学習会

27 現業評県教委給食要請

【１月】

９ 新春宣伝行動

12 2024新春合同旗びらき

13 県本部拡大執行委員会・

組織集会（～14）

20 自治労連青年部全国委員

会（京都）

自治労連女性部全国代表

者会議・春闘集会（web）

26 自治労連中央委員会

（京都～27）

27 愛媛労連中央委員会

（共済会館）

【２月】

３ 自治労連非正規全国交流

集会（大阪～4）

10 県本部2024中央委員会

18 地域医療・公立病院充実

求める学習・集会（東京）

19 医療関係府省要請・団体

懇談（東京）

24 自治体保育労働者の全国

集会in静岡（～25）

県
本
部
は

11月

13日
「
県
市
町
振
興
課
」
へ
要
請
。
８
単
組
（
新
居
浜
文
体
労
組
・

西
条
・
今
治
・
今
治
水
道
・
伊
予
・
内
子
・
西
予
・
書
記
労
＋
県
本
部
）
９
人
が
参

加
。
県
側
は
課
長
ら
６
人
が
対
応
。
※
以
下
や
り
と
り
抜
粋
、
文
責
県
本
部
。

伊予市職労青年部は12月2日、松山市内で

「青年部主催の忘年会」を開催しました。ま

ず、14人が参加して「ボードゲーム大会」で

楽しんだ後、忘年会会場へ移動。忘年会には

30人が参加しました。途中で実施したジャン

ケン大会では、１位・２位・３位と最下位の

方に景品の贈呈があり、盛り上がりました。

みなさんから「ちょっとしたハッピーな報告」

もあり、大いに盛り上がった「青年部忘年会」

となりました。

新居浜市職労は11月22日、婦人部イベント

「プチ愛彩会」を４年ぶりに開催しました。業

務終了後、地域の公民館をお借りして大人30

人、子ども25人の合わせて55人が集まり交流

しました。おにぎりやサンドイッチなどの軽食

を準備してお腹を満たしつつ、アロマキャンド

ル作りやカイロプラクティックなどを楽しんで

いただき、心や体を癒してもらいました。子ど

もたちも開放された体育館で、思いっきり走り

まわっていました。

業務終了後という限られた短い時間でしたが、

和気あいあいと交流ができました。

宇和島市職は11月28日、『休暇と差額』の学

習会を開催。はじめに河野執行委員長が、同日に

行われた団体交渉の報告と11月初旬に提出した

要求書の回答報告もかねて開会あいさつ。

県本部の森賀委員長を講師に「休暇制度」の説

明を聞き、ライフステージごとにそれぞれの休暇

制度について詳細に解説。

その後、松下副委員長が「人勧の４月遡及によ

る差額」について解説し、それぞれ自身の差額に

ついても実際に計算しました。

基本の説明を終えての質問タイムでは「介護休

暇は介護認定が必要ですか」など、積極的に質問

が出され、改めて権利状況を認識でき、有意義な

時間を過ごすことができました。



津
島
吉
田
病
院
局
労
組
は

11月

17日
「
第

14回
定
期
大

会
」
を
開
催
、
久
々
の
実
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
県
本
部

の
森
賀
委
員
長
は
「
西
予
市

の
『
指
定
管
理
者
制
度
』
導

入
阻
止
で
闘
っ
て
い
る
が
宇

和
島
市
立
病
院
の
『
独
立
行

政
法
人
』
移
行
阻
止
の
教
訓

が
大
い
に
励
ま
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
運
動
方
針
で

は
「
地
域
の
医
療
・
介
護
を

守
り
、
公
立
病
院
・
施
設
の

拡
充
」
「
労
働
条
件
の
改
善

と
働
き
が
い
が
あ
る
職
場
づ

く
り
」
な
ど
全
会
一
致
で
承

認
。
赤
松
新
委
員
長
が
「
組

合
員
の
み
な
さ
ん
の
支
え
が

必
要
で
す
。
活
動
に
積
極
的

に
参
加
協
力
を
」
な
ど
決
意

を
語
り
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
終
了
し
ま
し
た
。

今
治
水
道
労
組
は

11月

22

日
「
第

72回
定
期
大
会
」
を

開
催
し
組
合
員

15人
と
来
賓

３
人
が
参
加
。
河
上
委
員
長

が
「
先
輩
か
ら
積
み
重
ね
ら

れ

72回
目
の
大
会
と
な
っ
た
。

市
民
か
ら
の
水
道
へ
の
要
望

が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
応
え
る
た
め
に
、
組
合

員
が
団
結
し
て
要
求
し
て
い

こ
う
」
な
ど
開
会
あ
い
さ
つ
。

活
動
経
過
・
会
計
決
算
・
監

査
報
告
に
続
き
、
活
動
方
針

提
案
で
は
「
近
年
全
国
で
自

然
災
害
が
多
発
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
と
し
て
水
道
の
重
要

性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
水

道
施
設
の
地
震
対
策
・
土
砂

災
害
な
ど
の
対
策
推
進
と
災

害
対
応
の
た
め
の
人
員
確
保
、

技
術
継
承
を
求
め
る
」
こ
と

を
河
上
委
員
長
が
強
調
し
ま

し
た
。
大
会
終
了
後
は
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は

11月

27日

定
期
大
会
を
開
催
し

71人
が

参
加
。
高
橋
委
員
長
は
「
今

年
、
悲
願
の
現
業
正
規
採
用

が
始
ま
っ
た
。
そ
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
『
ふ
れ
あ
い
収

集
』
は
県
内
だ
け
で
な
く
全

国
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

11月
県
自
治
研
で
、
各
自
治

体
か
ら
質
問
が
相
次
ぎ
実
感

で
き
た
。
引
き
続
き
、
現
業

職
の
拡
大
と
労
働
条
件
の
改

善
へ
が
ん
ば
ろ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
経
過
報
告
で
は
、
昨

年
の
大
会
以
降
の
組
合
加
入

や
今
年
度
再
開
し
た
「
労
務

職
新
規
採
用
」
の
と
り
く
み
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て
報
告
。
運
動

方
針
で
は
「
さ
ら
な
る
現
業

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
正
規
採

用
」
「
非
正
規
、
再
任
用
も

含
む
全
て
の
職
員
の
賃
金
改

善
」
「
公
的
保
育
守
る
」
な

ど
提
起
さ
れ
、
全
会
一
致
で

確
認
。
最
後
に
那
須
執
行
委

員
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

11月

23日
、
県
本
部
労
働

安
全
衛
生
・
職
業
病
対
策
委

員
会
を
開
催
し
、
４
単
組
５

人
が
参
加
。
経
過
と
全
国
の

と
り
く
み
を
報
告
し
、
委
員

長
と
事
務
局
長
を
新
た
に
選

任
。
活
動
方
針
と
し
て
「
労

働
者
の
『
健
康
で
安
全
に
働

く
権
利
』
を
守
る
こ
と
は
労

働
者
の
『
い
の
ち
を
守
る
』
、

そ
の
家
族
の
『
生
活
を
守
る
』

こ
と
で
、
労
働
組
合
の
最
大

の
責
務
」
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
こ
の
委
員
会
を
軸
に

他
市
町
の
委
員
会
の
と
り
く

み
を
情
報
共
有
し
、
労
働
条

件
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
、

当
面
の
課
題
と
と
り
く
み
を

確
認
。
「
健
康
状
況
調
査
」

と
「
労
安
衛
生
委
員
会
の
状

況
一
覧
」
も
見
な
が
ら
、
単

組
で
の
目
下
の
課
題
を
出
し

あ
い
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は

11月

21日

「
長
時
間
労
働
調
査
」
を
実

施
。
ま
ず

18時

30分
に
集
合

し
、
残
業
中
の
職
員
へ
手
渡

す
お
菓
子
の
準
備
か
ら
始
め

ま
し
た
。
参
加
し
た
役
員
同

士
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
、

作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

１
回
目
は

19時
の
調
査
を
実

施
し
、
役
員

11人
と
書
記
が

手
分
け
し
て
各
フ
ロ
ア
を
回

る
と
２
ケ
タ
の
職
員
が
残
業

し
て
お
り
、
管
理
職
を
含
め

て
職
員
に
お
菓
子
を
手
渡
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
を
依

頼
、
最
近
の
勤
務
状
況
の
聞

き
取
り
や
組
合
の
と
り
く
み

な
ど
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

２
回
目
は

21時
の
調
査
を
実

施
、
１
ケ
タ
の
職
員
の
残
業

を
確
認
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
役
員
か
ら
は
「
業
務
も
大

切
だ
が
、
健
康
あ
っ
て
の
仕

事
の
た
め
、
心
身
の
管
理
の

重
要
性
を
所
属
長
・
職
員
共

に
再
度
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

12月
６
日
、
県
公
務
員
共

闘
会
議
（
県
教
組
・
県
国
公
・

自
治
労
連
）
は
「

23年
定
期

総
会
」
を
開
催
し

21人
が
参

加
。
開
会
に
あ
た
り
、
加
藤

議
長
が
「
つ
な
が
り
を
大
事

に
、
組
合
役
員
も
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
を
真
剣
に
考
え
て
い
き
た

い
」
な
ど
あ
い
さ
つ
。
経
過

報
告
で
は
、
春
闘
期
要
請
か

ら
県
人
勧
期
の
署
名
提
出
・

要
請
、
な
ど
活
動
を
報
告
。

活
動
方
針
で
は
、
未
来
ま
で

希
望
を
持
っ
て
働
け
る
職
場

に
す
る
た
め
に
、
憲
法
を
い

か
し
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ

と
の
で
き
る
政
策
実
行
を
求

め
て
い
く
と
し
、
安
心
し
て

職
務
に
専
念
で
き
る
労
働
条

件
確
立
、
自
信
と
誇
り
も
っ

て
働
け
る
行
政
・
要
員
体
制

の
確
立
、
憲
法
を
守
り
暮
ら

し
に
活
か
す
公
務
労
働
者
と

し
て
の
と
り
く
み
、
民
主
的

公
務
員
制
度
確
立
な
ど
を
柱

に
活
動
を
提
起
。
討
論
後
、

す
べ
て
の
議
案
を
採
択
し
、

新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

■
ボ
ー
ナ
ス
が
少
し
ア
ッ
プ

し
た
の
で
う
れ
し
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
久
葉
）

■
気
付
け
ば
年
末
。
こ
ん
な

に
時
の
流
れ
は
早
か
っ
た
か

な
と
驚
き
…
１
年
は
あ
っ
と

い
う
間
よ
っ
て
言
っ
て
た
親

の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
山
本
）

■
風
景
写
真
撮
影
が
趣
味
で

す
。
冬
の
夜
空
が
上
手
に
撮

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

（
松
山
・
貝
崎
）

■
突
然
の
寒
さ
に
体
が
追
い

つ
か
ず
…
体
調
を
整
え
良
い

12月
を
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
今
治
・
木
村
）

■
つ
い
こ
の
間
ま
で
夏
日
が

…
と
思
っ
た
ら
一
気
に
寒
く

な
り
ま
し
た
。
秋
が
だ
ん
だ

ん
な
く
な
っ
て
い
く
よ
う
で

心
配
な
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

■
少
雨
に
よ
る
水
不
足
が
心

配
で
す
。
日
々
節
水
に
心
掛

け
る
毎
日
で
す
。
適
度
な
雨

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
愛
南
・
尾
川
）

■
来
年
度
人
員
配
置
が
本
格

化
し
て
き
ま
し
た
。
人
員
削

減
の
方
向
で
す
。
話
し
合
い

で
確
保
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
黒
川
）

■
本
を
読
む
こ
と
は
と
て
も

好
き
で
す
が
、
最
近
な
か
な

か
読
む
時
間
を
捻
出
で
き
て

な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
！

（
新
居
浜
・
筒
井
）

■
大
人
に
な
っ
て
読
書
を
す

る
習
慣
が
な
く
な
り
、
本
屋

へ
も
立
ち
寄
ら
な
く
な
っ
た
。

旅
先
で
１
冊
の
文
庫
本
を
思

い
出
に
勝
っ
て
か
ら
は
読
書

を
楽
し
み
、
ス
マ
ホ
デ
ト
ッ

ク
ス
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５６３号

２０２３年 １２月２０日

■
５
６
１
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
エ
ン
ド
ウ
シ
ュ
ウ
サ

ク
」
（
遠
藤
周
作
）
で
し
た
。

正
解
は

17通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

永
易
優
子
（
新
居
浜
）

山
里
敬
一
郎
（
西

予
）

久
葉
加
代
（
新
居
浜
）

木
村
朱
里
（
今

治
）

岡
本
文
英
（
伊

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
１
月

27日
【
発

表
】
５
６
５
号
（
２
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①仕事から帰宅しているところ。

○○○○○○に寄り道

④年数を経た木。古木

⑦サグラダファミリアを設計、

アントニオ○○○○

⑧毒を含んだ液体。毒汁

⑨陸軍編制上の一単位、師団と連隊の中間

【タテのカギ】

①話の内容や話し方が要領を得ない様子。

○○○○○○な答え

②ある場所で用を済ませすぐ戻ってくること

③日本の通貨単位

⑤実質的な内容や価値がない。むなしいこと

⑥死後のために言い残しておくこと

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で

四
字
熟
語
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


